
29日開館

奈良E国労寄・8合傷"センタ (サン戸フ

ティブ奪艮 ヲガ5月19臼口開館し初日から

一般利用できぎず.

このセンタ降、血労者巴余阪を事J周して

白身の健康づ〈り、 D~・-慢の陶Jこを隠かつ
てもらaうと、国の眉悶促進夢集団と市ガ失

問で建段レ定 白血労者のための総合的怠福祉

施殴‘で<1.

a際a隆文化丸御修ヌポツ忽ど自分の目

的E合わせ幅広く利用してく定さい.

施2安の概要、稿用方途忽ど隠 4-5薗に

郷"していま<1.

戸--

守っていますか/

ごみ出しのマナー E
句
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E
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4
6ゐ

3
4
E

-ストープの灯泊と・L噌 ミニパイタのガソリン同鎗いて〈広之さい.

惨スプレーffi-'よ局ガスボンべ.使い曹った後 穴をあけてくだ

さい.

砂使い緒てライター.使いきコた後プラスチックM分を割合て〈

とさい.

砂プoパンガスボンベ靖夫智治親調廃品麹は凶さ惨いで間入

した庖に個陵して〈ださい.

同 断.. . 酬 胡 蝿鶴 圏内'll ..，に柏 崎ト河川崎 .，・ 1111

だより

1111i， 刑



町田由曾由自
44氏が就任

第
二
回
統
一
期
方
選
尽
の

塁

を
し
め
く
く
る
市

2

1阿
月
二
十

一
日

長

わ
れ、

肉
1
阿
人
の
飯
町
市
揖
の

里
2
2旬
、
五
月

一
日

2
1
2し
え

今
菌
の
選
与
で
同

四

+
八

人
が
立
候
怖
、
品
フ
ち
前
・
2
三
十

五
人
、
一喜

一
人

区
町人
八
人

i
fた・

量
ω
百
二
士
早

l
t
E八

十
四

品

の

i
z
z
z七

時
三
一
;
か
ら
主
体

Eで

即日自

i
i

g
f
i
z
 

必
平
均
五
間
五
八
%
〈
嬰

a

--
E、

喜
一
ハ
二
三

%
V
『

n“
.
有敏
ω二
五

;

三

八

人

で

?

一
三
六
、
六
七
九
人
で

L
允
a

こ
う
し
て
誕
生
し
品
占

i
i
 

Eの
E
aに
ま
し
、

宮

君

主

に

書

す

る

と

い
う

E
5
5
2
2

で
す
が
市
民
の
み
信
さ
ん
も

霊

長

わ

る

こ

と

T
今

哲

官

を

通

じ

て

躍

に

働

き
か
け
信
市
M
K
・
-
加
の
ま
色

づ
〈
り
を
渇
め
で
い
た
行
会

た
い
も
の
で
曾
・

今回の市菖還の愚.週

励賞川の法定制限飼凶
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